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■戦後社会福祉の再検討の進展を期待したい
日本女子大学名誉教授（社会福祉学・貧困論）／日本社会福祉学会会長　岩田正美　

　今回の日本患者同盟資料集成の公開は、二つの意味で重要である。第一に、近年敗戦後の政策形成に関わる内外の第一次資料の公
開が急速に進んでいるが、これらに加えて、戦後各地で花開いた病院・療養所、福祉施設入所者による自治活動の意味とその広がり
にあらためて光を当てることができる。第二に、地方も含め、また朝日訴訟などの多様な資料群が含まれていることである。編者・
出版社のご努力に感謝すると共に、戦後社会福祉の再検討が進むことを期待したい。

■社会保障の未来を探る上で活用が望まれる
日本福祉大学名誉教授（医療福祉論・障害者福祉論）　児島美都子　

　日本患者同盟は、当事者組織として戦後60年あまり、運動を通して医療・社会保障制度の構築・改善に寄与してきました。朝日訴訟は、
初の生活保護行政訴訟として「生存権に基づく生活保護基準とは、人間が人間らしく、人間に値する健康で文化的な生活を営む権利
を保障するもの」という画期的な第一審判決をひきだし、慈恵的福祉観を人権的福祉観に転換させる大きな役割を果たしました。社
会保障の未来を探る上でも活用を望みます。

■戦後社会福祉形成を理解する基礎となる資料集
日本社会事業大学理事長（社会福祉学）／前熊本県知事　潮谷義子

　学生時代に朝日行政訴訟裁判を傍聴した立場からも、生活保護行政に関わった経験からも、日本患者同盟関係資料集成の刊行は待
望するものであるが、最も重要なことは、社会保障と税の一体改革、生活保護法の一部改正、生活困窮者自立支援法の動向が注目さ
れるなか、社会保障の根幹にある「いのち」「健康」「暮らし」「労働」の歴史を知る上で時宜に適った価値ある資料となる点である。
人間裁判と評される 10 年に及ぶ歩みは、憲法 25条の生存権と生活保護基準、プログラム規定か否か、労働運動との連帯、司法解釈
と人間像のあり方を幅広く顕在化させた。その意味でも重要な資料として期待するところである。

■社会福祉・社会保障発展の礎となる貴重な資料
日本福祉大学社会福祉学部教授（社会福祉学）　永岡正己

本資料集成は、日本患者同盟の歴史を語る克明な記録であると同時に、戦後社会福祉・社会保障が、どのような生活の苦難と連帯、
命を削るような努力のなかから築かれてきたのかを鮮明に物語るものである。患者運動の全貌を示すこの史資料によって、朝日訴訟
のみならず、社会福祉の成立過程を、人権、生活、実践、運動史の視点から学び、さまざまな角度から検証することができる。今回
の資料保存から公刊への取り組みに敬意を表するとともに、広く研究と実践の基礎として共有し、社会福祉発展の力となることを期
待したい。

第Ⅰ期 日患同盟機関紙と朝日訴訟関係　
 （揃定価）本体 3,000,000円＋税　※刊行済

第Ⅱ期 患者組織と日患結成・運動の展開
 （揃定価）本体 3,000,000円＋税　【2016年 2月刊行予定】

第Ⅲ期 患者運動の発展と当事者組織の拡大
 （揃定価）本体 3,000,000円＋税　【2017年 1月刊行予定】

第Ⅳ期 都道府県患・患者自治会の活動と『健康会議』　
 （揃定価）本体 3,000,000円＋税　【2018年 1月刊行予定】
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社会福祉学研究者
社会政策学研究者
生活問題研究者
法学研究者

【編集・解説】 寺脇隆夫（元長野大学・浦和大学教授）
【製品仕様】 16mmマイクロフィルム（ポジ）・全 85リール
【別　　冊】 B5判冊子 500頁（資料解題・資料リスト一覧）
 ／検索用 CD-ROM付き
【揃  定　価】 3,240,000円（本体 3,000,000円）　※分売不可
【刊行予定】 2016年 2月

マ
イ
ク
ロ
フィ
ル
ム
版

日
本
患
者
同
盟
関
係
資
料
集
成

本資料集を推薦します（50音順・敬称略）

［全４期の配本計画］

全
4
期

生
活
水
準
の
向
上
を
目
指
し
、
戦
後
社
会
福
祉
制
度
の
改
善
を
先

導
し
た
日
本
患
者
同
盟
。
当
事
者
運
動
の
実
態
が
克
明
に
わ
か
る

日
患
本
部
資
料
の
す
べ
て
を
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
公
開
す
る

行政学研究者
日本社会史研究者
社会運動史研究者
日本近現代史研究者

おすすめします
社会医療史研究者
医療労働関係者

大学図書館・公共図書館



﹇
本
資
料
集
成
の
特
長
﹈

①
日
本
社
会
事
業
大
学
が
所
蔵
す
る
「
日
本
患
者
同
盟
お
よ
び
朝
日
訴
訟
関
係
文
書
資

料
」
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
完
全
復
刻
。
戦
後
社
会
福
祉
制
度
史
の
展
開
過
程
を
検

証
す
る
上
で
、
生
き
た
資
料
の
宝
庫
と
な
る
。

②
日
本
患
者
同
盟
の
設
立
か
ら
運
動
が
最
盛
期
を
迎
え
る
昭
和
40
年
代
ま
で
に
作
成
さ

れ
た
本
部
資
料
を
収
録
。
第
Ⅰ
期
に
収
録
し
た
朝
日
訴
訟
関
係
資
料
と
あ
わ
せ
て
参
照

す
る
こ
と
で
、
訴
訟
支
援
運
動
の
裏
側
ま
で
克
明
に
検
証
可
能
と
な
る
。

③
各
種
委
員
会
、
大
会
、
幹
部
会
な
ど
意
思
決
定
に
関
す
る
内
部
資
料
、
要
請
書
・
通

達
な
ど
対
外
文
書
、
組
織
・
財
政
関
係
資
料
、
事
務
局
日
誌
・
ノ
ー
ト
類
、
生
活
相
談
の

記
録
、
各
種
調
査
デ
ー
タ
な
ど
、
広
範
に
わ
た
る
資
料
を
収
録
。
戦
後
日
本
を
代
表
す

る
患
者
団
体
全
国
組
織
の
活
動
実
態
が
明
ら
か
と
な
る
。

④
従
来
は
日
本
患
者
同
盟
本
部
に
未
整
理
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て
い
た
た
め
閲
覧
や
活
用

が
難
し
か
っ
た
膨
大
な
資
料
群
に
、
研
究
室
に
居
な
が
ら
に
し
て
ア
ク
セ
ス
可
能
と
な

る
。

⑤
第
一
人
者
に
よ
る
解
説
と
と
も
に
詳
細
な
資
料
リ
ス
ト
を
掲
載
し
た
別
冊
を
付
す
、

⑥
資
料
リ
ス
ト
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
付
録
C
D-
R
O
M
に
収
録
、
自
在
に
資
料
検
索

が
可
能
と
な
る
。

○大阪・厚生園事件（1949～ 56）　入院患者（280人）用のララ物資や加配米の不正流用

○ストマイ・パス・カナマイシン・リファンビシンなど新薬の早期使用と適用の拡大要求（1949～ 69）

○群馬・長寿園事件（1951）　給食・看護・衛生など施設の劣悪な実態の改善要求

○東京中野・浄風園汚職問題（1951～ 52）　病院長の資金不当流用や施設私物化抗議

○東京足立・佐々木病院事件（1952）　公金横領、給食費ピンハネ、自治会切り崩し

○岡山・津山療養所改善運動（1953）　市立療養所での療養条件改善運動
○朝倉病院事件（1953～ 54）　経営者父子の食費や看護料ピンハネ、劣悪設備改善運動

○入退所基準・付添い制限問題（1953～ 56）　各地の病院・療養所で取組み、反対運動

○同上で都庁への陳情行動中の米津俊代さん死亡とその後の取組み（1954～ 56）

○生活保護基準は生存権保障違反とする朝日訴訟とその支援運動（1957～ 67）
○埴生療養所（山口県）反対・和歌山病院廃止反対など（1959～ 60年）
○高知・三柏園療養所事件／闘争（1965～ 69）　閉鎖反対運動と患者不当逮捕と裁判

○内部障害を認めさせる運動（1965～ 67）　結核療養者や低肺機能者らの手帳獲得

○東京新宿・赤十字産院乳児結核問題での取組み（1966～ 67）
○国病への特別会計制導入への反対運動（1967～ 68）

中央委員会開催関係資料（議事録・関係記録・配付資料など）
 中央委員会関係資料 1～10（1948～ 56年）
全国評議委員会開催関係資料（議事録・関係記録・配付資料など）
 全国評議員会開催関係資料 1～ 8（1958～ 64年）
書面大会開催関係資料および全国代議員会議開催関係資料
 書面大会関係資料／ 9回書面大会～19回書面大会（1951～ 63年）
 全国代議員会議関係資料（1952～ 57年）
幹事会開催関係資料
 幹事会関係資料 1～ 7（1951～ 64年）
 雑（1960～ 63年）
常任幹事会開催関係資料
 常任幹事会関係資料 1～ 5（1958～ 64年）
要請書・請願書など対外提出文書
 関係方面への請願・要請・抗議文など1～ 2（1952～ 69年）
方針・報告・パンフなど
 各種の方針・報告・パンフ1～ 3（1948～ 64年）
個別問題での取組み・活動
 個別問題での取組み／活動／たたかい1～ 6（1949～ 64年）
日患実施の各種調査資料
 各種の調査資料（1949～ 64年）
厚生省医務局関係資料
 療養所長・病院長会議、予算関係など（1949～ 64年）
オルグ報告関係資料
 各地・分会へのオルグ報告文書（1953～ 64年）

組織関係資料（加盟組織・人員、入脱会）
 同盟加入者人員など（1959年）
 組織拡大関係（1962～ 64年）
 組織拡大／組織人員（1959年）
 加入申込書／加入報告／組織報告（1954～ 57年）
 脱会分会／脱退届／脱会報告（1954～ 64年）
財政関係（会計帳簿、領収証票類、カンパ、同盟費など）
 オルグ費用、カンパ額、活動予算など（1955～ 59年）
 同盟費、同盟費予算／財政方針など（1961～ 64年）
加盟組織への通知・通達類
 日患通達文書類 1～ 2（1950～ 64年）
日患本部／発・受信文書
 各種の発・受信文書 1～ 2（1953～ 63年）
生活相談・各種の相談活動
 生活相談・医療相談関係 1（1953～ 64年）
事務局日誌・ノート、当直日誌
 事務局日誌（1956～ 59年）
 常任幹事会日誌／記録／会議記録類（1962～ 66年）
 委員長日誌／事務局メモ（1955年～）
 事務局員ノート、メモ類（1959年～）
 当直記録、久里浜分会・残飯問題（1963～ 67年）
 事務局日誌、当直日誌類（1956～ 68年）
事務局人事書類
 有給専任職員募集・応募状況（1953～ 64年）

［第Ⅱ期の構成内容］

「第二回中央委員会記録集／日本国立・私立
療養所患者同盟」（日本国立・私立療養所患
者同盟事務局発、1948年 8月15～17日）

「中央委員会資料」
（1950～53年）

第 52回全国評議員会日程表」
（1961年）

「第三十回常任幹事会議事録〔幹事会対策、臨時国会対策等
についての討議記録〕」（1958年 8月18日）

「国立療養所無料・軽費制度資料」
（日本患者同盟、1954年 3月1日）

「完全看護調査資料」
（日本患者同盟、昭和1953年
7月20日）

「医療券打切り問題調査報告書」
（日本患者同盟、1953年 3月6日）

「行政処分取消　足立法律事務所　
依頼者・花畑角二他 2 名　相手方・
大阪厚生園」（1949 年 9 月 27 日～
10月10日）

「長寿園関係綴込」（1951年）「淨風園汚職問題綴　組織部」
（1951～53年）

「入所患者医療費負担区分の
実態調査〔患者の医療費負
担区分・生保患者及び実費
保険患者の増減など〕」（清
瀬地区患者協議会、1954 年
8月9日現在）

『入退所基準反対療
養 ベット増床 対 策
ニュース』No.7（入退
所基準反対対策委員
会、1954年 6月25日）

「昭和三十年度国立療養所予算
資料」（日本患者同盟、1955年）

「当直日誌」
（1963～64年）「常任幹事会日誌」

（お さ ひ ろ し、
1962年 5月27日）

「常任幹事会記録」
（古川、1963 年 6
月13日～9月3日）

「常任幹事会日誌」
（おさひろし、
1962年 5月27日）

「第 52回全国評議員会スローガン（案）」

わが国社会福祉の歴史を検証するうえで、今後不可欠となる一次資料の宝庫！

「日本患者同盟組織一覧〔全加盟施設分会名簿／
（附）未加盟施設名簿〕」（1956年 4月30日現在）

［日本患者同盟の小史（結成から1969年代まで）］
1945秋～ 47年 全国各地の療養所・病院で患者会・患者自治会誕生、活動はじまる
 （食糧ピンハネ・物資横流しなど悪徳管理者追放・民主化運動展開）
 （療養生活改善・給食改善・医師看護婦増員・新薬輸入要求など）
1947年 1～ 3月 全日本患者生活擁護同盟（全患／旧日本医療団系）・国立療養所全国 
 患者同盟（国患／旧傷痍軍人療養所系）・全国国立病院患者同盟（国 
 病／旧陸海軍病院系）が結成
1948年 3月 日本国立私立療養所患者同盟（日患同盟）結成（全患・国患中心に）
 4月 機関紙『日患情報』を創刊　→　1954年 2月に『療養新聞』と改称
1949年 11月 日本療養所患者同盟と改称（さらに1950.2には、日本患者同盟と改称）
1949年 国立病院特別会計法による独立採算制導入への反対運動
1950～ 51年 健康保険の療養給付の延長（3年）などを要求
1951年 重症患者の附添婦大幅制限に反対運動
1951年 国立病院の地方団体への委譲問題
1952年 入所患者への新療養規律強要・命令退所反対運動
1951～ 60年 各地の療養所・病院の廃止、統廃合反対（公的医療の存続）を展開
1957～ 67年 朝日訴訟（岡山療養所朝日茂さん提訴）はじまる、訴訟運動展開
1961年 結核予防法改正要求（公費負担拡大）
1967～ 68年 国立療養所への特別会計制導入に反対
1966～ 88年 柏園（高知県）で不当逮捕と裁判闘争

［日患同盟が取り組んだ個別問題での活動
・たたかいの事例（1948～1969）］

「厚生園事件」
（1949～53年）

［日本患者同盟（日患）とは］
国公立・市立の病院・療養所の主に結核患者による患者会・患者自治会の全
国組織として、1945（昭和 20）年の末頃から各地で患者自治会活動が活発
になるなか、47 年 3月に結成された。以来 60 年余にわたり、療養所の民主
化や療養条件の改善はじめ、生活保護・医療・社会保障の給付などの制度
改善に貢献。なかでも朝日訴訟は憲法 25 条の生存権と保護基準の関係を問
うものであった。その後も、ハンセン氏病・心臓病・交通労働災害被災者・
腎臓病などの患者 8 団体を結集した全国患者団体連絡協議会の結成（1975
年）や日本患者・家族団体協議会の結成（1986 年）などに力を尽くし、そ
の運動を拡げてきた。


